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【
著
作
】　

詩
集
『
し
た
た
る
太
陽
』（
昭
和
38
・
地
球
社
）

詩
集
『
水
の
女
』（
昭
和
46
・
ア
ポ
ロ
ン
社
）

詩
集
『
朝
奏
楽
』（
平
成
4
・
飛
天
詩
社
）
ほ
か

【
関
連
情
報
】
磯
村
英
樹
詩
碑
案
内

下
松
市
米
川
米
泉
湖
文
学
碑
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
あ
り
。

【
閲
覧
情
報
】

　

地
元
下
松
市
や
周
南
市
の
図
書
館
で
も
詩
集
を
読
む
こ
と

は
で
き
る
が
、
県
立
山
口
図
書
館
に
は
全
詩
集
と
著
書
が
完

備
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
周
南
市
立
中
央
図
書
館
に
は
、
彼
が
活
躍
し
た
詩
誌

『
駱
駝
』
の
ナ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　

磯
村
英
樹
は
下
松
市
出
身
の
父
親
の
赴
任
先
東
京
で
、
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
六
月
八
日
に
生
ま
れ
た
。
二
歳
の
と
き
母
親
が
亡
く
な
り
、
下

松
の
母
の
実
家
で
祖
母
や
叔
母
（
の
ち
に
継
母
と
な
る
）
に
育
て
ら
れ
る
。

　

五
歳
の
頃
、
父
が
買
っ
て
く
れ
た
幼
児
雑
誌
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
の
創
作
童

謡
に
よ
り
初
め
て
詩
に
触
れ
る
。
因
み
に
彼
の
父
親
は
海
軍
軍
楽
隊
員
（
後
に

楽
長
）
で
、
幼
い
と
き
か
ら
感
性
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
。
し
か
し
六
歳

の
と
き
今
度
は
頼
り
に
し
て
い
た
父
が
亡
く
な
り
、絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
る
。

　

母
の
実
家
、
父
の
本
家
と
変
わ
る
環
境
の
中
で
彼
は
九
歳
の
と
き
、「
こ
ほ

ろ
ぎ
」
と
い
う
詩
を
雑
記
帳
に
書
き
付
け
て
い
た
。
こ
れ
が
彼
が
詩
を
書
く
最

初
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
磯
村
は
詩
と
の
出
会
い
を
『
駱
駝
』
誌
に
書
き
残
し

て
い
る
。

　
「
そ
の
と
き
私
の
両
親
は
疾は

よ

う
に
死
ん
で
い
た
。
実
母
の
よ
う
に
慕
う
継
母

と
も
別
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
愛
の
飢
え
も
私
に
と
っ
て
最
初
の
詩
ら
し

い
も
の
を
書
か
せ
る
動
機
と
な
っ
た
。」

　

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）、二
十
一
歳
の
と
き
小
倉
の
野
戦
重
砲
隊
に
入
隊
。

満
州
東
北
部
や
ビ
ル
マ
（
現
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
戦
線
を
転
戦
後
敗
戦
を
迎
え
、

同
地
で
強
制
労
働
に
服
し
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
復
員
。
こ
の
過
酷

な
体
験
は
彼
に
「
人
間
解
放
」
と
い
う
宿
命
を
背
負
わ
せ
た
。
彼
は
同
じ
よ
う

な
戦
歴
を
も
つ
礒
永
秀
雄
と
出
会
う
や
共
鳴
し
、
絶
望
克
服
と
正
統
詩
の
確
立

を
旗
印
に
詩
誌
『
駱
駝
』
を
立
ち
上
げ
、
人
間
の
始
原
性
を
追
求
す
る
歌
を
書

き
つ
づ
け
た
。

　

磯
村
は
一
般
的
に
は
「
エ
ロ
ス
（
性
愛
）
の
詩
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
幼
き
日

に
別
れ
た
母
に
対
す
る
追
慕
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
本
位
は
人
間
の

生
き
方
の
原
型
を
探
り
な
が
ら
、
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
強
烈
な
放
射
を
受

け
る
こ
と
で
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
祈
り
の
詩
が
最
も
力
強
く
美
し
い
と
い
う
。

　

彼
は
転
勤
で
上
京
す
る
と
大
き
く
羽
ば
た
き
、昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

に
は
彼
が
最
も
尊
敬
す
る
室
生
犀
星
の
詩
人
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後
は
日
本
現

代
詩
人
会
理
事
長
や
会
長
を
つ
と
め
、
我
が
国
短
詩
型
文
学
界
の
た
め
に
活
躍

し
な
が
ら
、
数
多
く
の
詩
集
を
残
し
た
。
彼
の
課
題
は
、
抒
情
性
や
音
楽
性
を

脱
ぎ
す
て
た
現
代
詩
人
の
中
か
ら
戦
前
の
島
崎
藤
村
や
北
原
白
秋
、
西
条
八
十

な
ど
の
よ
う
な
国
民
的
詩
人
を
輩
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
十
歳
以
降
は
妻

の
介
護
に
徹
し
な
が
ら
詩
作
も
続
け
、
妻
の
最
期
を
看
取
る
。
そ
の
五
年
後
に

自
ら
も
病
を
得
て
死
去
。
享
年
八
十
八
歳
。

　

生
涯
十
五
冊
の
詩
集
と
一
冊
の
著
書
を
残
し
た
。

（
文
・
田
村
悌
夫
）

著書・詩集・詩稿・直筆色紙下松市米川米泉湖の文学碑プロムナードにある磯村英樹詩碑

磯
村
英
樹

少
女
に
逢
う
日

燃
え
る
肌
を
浸
し
て
漱
ぎ
浄
め
た
あ
の
朝
の
ま
ま
に

沁
み
と
お
る
よ
う
に
冷
た
い
だ
ろ
う
か

　
戦
さ
に
出
で
立
つ
ま
え
を

眠
れ
な
か
っ
た
一
夜
の
よ
う
に

か
な
し
い
子
守
歌
を
う
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

　
ふ
る
さ
と
の
小
川
は　

い
ま
も

澄
ん
で
流
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か

　
わ
た
し
の
中
を

ひ
と
す
じ
に
流
れ
つ
づ
け
て
い
る
そ
れ
の
よ
う
に･･･

（
詩
集
『
水
の
女
』
よ
り
）

年
譜

（
提
供
・
田
村
悌
夫
）

磯
村
英
樹

大
正
11（
一
九
二
二
）年	

	

6
月
8
日
、東
京
市
芝
区
新
銭
座
町
一
六（
現
・
浜
松
町
）に
父
準
一
・

母
八
重
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
海
軍
軍
楽
隊
員
（
後
に

楽
長
）、
両
親
と
も
山
口
県
下
松
市
出
身
。

大
正
13（
一
九
二
四
）年	

　

二
歳	

母
八
重
死
去
。
下
松
市
花
岡
の
母
の
実
家
に
預
け
ら
れ
、
祖
父
母

と
母
の
末
妹
ト
シ
コ
に
育
て
ら
れ
る
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

　

五
歳	

父
準
一
、
ト
シ
コ
と
再
婚
。
こ
の
頃
父
が
買
っ
て
く
れ
る
『
コ
ド

モ
ノ
ク
ニ
』
の
創
作
童
謡
に
よ
り
詩
に
触
れ
る
。

昭
和
3（
一
九
二
八
）年	

　

六
歳	

10
月
、
弟
礼
二
郎
誕
生
。
11
月
、
父
準
一
急
死
。

昭
和
6（
一
九
三
一
）年	

　

九
歳	

は
じ
め
て
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
と
い
う
詩
を
雑
記
帳
に
書
く
。

昭
和
11（
一
九
三
六
）年	

一
四
歳	

4
月
、
下
松
工
業
学
校
応
用
化
学
科
入
学
。
母
方
の
叔
父
が
残
し

た
改
造
社
の
『
日
本
文
学
全
集
』
を
読
み
ふ
け
る
。

昭
和
15（
一
九
四
〇
）年	

一
八
歳	

水
原
秋
桜
子
の
『
現
代
俳
句
論
』
を
読
み
俳
句
を
志
す
。
叔
父
の

通
夜
の
席
で
初
め
て
句
を
作
り
、
戦
後
ま
で
俳
句
を
続
け
る
。

昭
和
16（
一
九
四
一
）年	

一
九
歳	

3
月
、
下
松
工
業
卒
業
。
日
本
石
油
下
松
製
油
所
入
社
。
10
月
、

鈴
木
花
蓑
選
「
朝
日
俳
壇
」
に
初
入
選
。

昭
和
18（
一
九
四
三
）年	

二
一
歳	

小
倉
・
野
戦
重
砲
隊
第
五
聯
隊
に
入
隊
。
7
月
、
ソ
満
国
境
の
関

東
軍
に
配
属
。
日
石
社
内
報
俳
壇
（
加
藤
楸
邨
選
）
に
陣
中
俳
句

を
送
る
。

昭
和
20（
一
九
四
五
）年	

二
三
歳	

敗
戦
。
ビ
ル
マ
（
現
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
英
・
印
軍
に
武
装
解
除

さ
れ
、
道
路
建
設
の
強
制
労
働
に
服
す
。
図
嚢
に
秘
め
た
長
谷
川

素
逝
句
集
と
虚
子
歳
時
記
が
支
え
と
な
る
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年	

二
四
歳	

ビ
ル
マ
の
ム
ド
ン
捕
虜
収
容
所
抑
留
。
6
月
、
復
員
船
乗
船
。
船

中
で
、
歳
時
記
全
頁
読
了
。
7
月
、
大
竹
入
港
。
日
本
石
油
復
職
。

昭
和
22（
一
九
四
七
）年	

二
五
歳	

中
村
草
田
男
主
宰
『
萬
緑
』
に
投
句
。
棟
居
和
江
と
知
り
合
い
、

恋
愛
詩
を
書
き
始
め
る
。

昭
和
24（
一
九
四
九
）年	

二
七
歳	

郷
土
文
芸
誌
『
あ
け
ぼ
の
』
に
俳
句
、
短
歌
、
詩
投
稿
。
7
月
、

礒
永
秀
雄
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
「
あ
け
ぼ
の
詩
話
会
」
に
出
席
し
、

詩
誌
発
行
を
打
ち
合
わ
せ
る
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

二
八
歳	

4
月
、
礒
永
を
中
心
に
弟
礼
二
郎
、
小
野
静
枝
、
玉
木
帛
子
、
丸

岡
忠
雄
ら
と
詩
誌
『
駱
駝
』
創
刊
。
以
後
『
駱
駝
』
が
活
躍
舞
台

と
な
る
。

昭
和
26（
一
九
五
一
）年	

二
九
歳	

3
月
、
棟
居
和
江
と
結
婚
。
母
を
弟
に
託
し
、
新
居
に
住
む
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

三
〇
歳	

11
月
、
第
一
詩
集
『
天
の
花
屑
』（
序
文
・
田
中
冬
二
）
刊
行
。

昭
和
32（
一
九
五
七
）年	

三
五
歳	

4
月
、
日
本
石
油
本
社
（
広
報
室
）
へ
転
勤
。
山
之
口
貘
、
草
野

心
平
、
山
本
太
郎
、
川
崎
洋
ら
と
初
め
て
会
う
。

昭
和
33（
一
九
五
八
）年	

三
六
歳	

6
月
、
第
三
詩
集
『
生
き
も
の
の
歌
』
刊
行
。「
現
代
詩
の
会
」

入
会
。
長
女
ひ
か
り
誕
生
。

昭
和
35（
一
九
六
〇
）年	

三
八
歳	

日
本
現
代
詩
人
会
入
会
。
吉
野
弘
と
昼
休
み
に
皇
居
前
で
安
保
反

対
デ
モ
に
参
加
。
安
西
均
、石
垣
り
ん
ら
と「
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
の
会
」

結
成
。

昭
和
38（
一
九
六
三
）年	

四
一
歳	

9
月
、
第
五
詩
集
『
し
た
た
る
太
陽
』
刊
行
。
本
詩
集
で
第
三
回

室
生
犀
星
詩
人
賞
受
賞
。

昭
和
46（
一
九
七
一
）年	

四
九
歳	

10
月
、第
七
詩
集『
水
の
女
』刊
行
。
長
男
冬
樹
交
通
事
故
死（
一
八

歳
）。

昭
和
48（
一
九
七
三
）年	

五
一
歳	

日
本
現
代
詩
人
会
理
事
長
に
就
任
（
二
年
）。
10
月
、第
八
詩
集『
水

の
葬ほ

ふ

り
』（
長
男
冬
樹
追
悼
詩
集
）
刊
行
。

昭
和
51（
一
九
七
六
）年	

五
四
歳	

7
月
、礒
永
秀
雄
急
逝
に
よ
り
、一
四
八
号
を
追
悼
号
と
し
て
『
駱

駝
』
終
刊
。
11
月
、
女
性
同
人
詩
誌
『
ら
く
だ
』
創
刊
さ
れ
客
員
。

昭
和
52（
一
九
七
七
）年	

五
五
歳	

日
本
石
油
定
年
退
職
。
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
旅
行
、

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
、
セ
ブ
島
（
比
）
へ
取
材
旅
行
。

昭
和
54（
一
九
七
九
）年	

五
七
歳	

再
度
日
本
現
代
詩
人
会
理
事
長
就
任
（
二
年
）。
1
月
、
第
九
詩

集
『
い
ち
も
ん
じ
せ
せ
り
』
刊
行
。
9
月
、『
文
壇
資
料
・
城
下

町
金
澤
』
刊
行
。

昭
和
57（
一
九
八
二
）年	

六
〇
歳	

第
十
二
詩
集
『
ギ
リ
シ
ャ
の
夏
』
刊
行
。
こ
の
頃
妻
和
江
が
若
年

性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
発
症
。
以
後
晩
年
ま
で
自
宅
介
護
を
続
け

る
。

平
成
4（
一
九
九
二
）年	

七
〇
歳	

11
月
、
第
十
四
詩
集
『
朝
奏
楽
』
刊
行
。

平
成
5（
一
九
九
三
）年	

七
一
歳	

日
本
現
代
詩
人
会
常
任
理
事
か
ら
会
長
就
任
（
二
年
）。

平
成
17（
二
〇
〇
五
）年	

八
三
歳	

二
十
余
年
介
護
し
た
最
愛
の
妻
死
去
。

平
成
22（
二
〇
一
〇
）年	

八
八
歳	

10
月
29
日
心
不
全
に
よ
り
自
宅
に
て
急
逝
。

《
没
後
》	

	

平
成
23（
二
〇
一
一
）年	

	

3
月
10
日
、
女
性
同
人
詩
誌
『
ら
く
だ
』（
一
三
四
号
）
が
「
磯
村
英
樹

追
悼
号
」
と
な
る
。

※
『
磯
村
英
樹
詩
集
』（
土
曜
美
術
社
）
参
照

ふ
る
さ
と
の
小
川
は

　
ふ
る
さ
と
の
小
川
は
、
い
ま
も

澄
ん
で
流
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か

　
さ
ら
さ
ら　

さ
ら
さ
ら　

と
音
も
な
く

白
砂
を
運
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か

　
き
ゅ
る
き
ゅ
る　

き
ゅ
る
き
ゅ
る　

と
忙
し
く

川
底
の
玉
石
を
磨
い
て
い
る
だ
ろ
う
か

　
す
ば
や
い
鮠は
え

の
子
た
ち
を

光
の
紐
で
捕
え
た
り
放
し
た
り
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

　
夕
月
の
影
を
こ
な
ご
な
に
砕
き
な
が
ら

ミ
ソ
ハ
ギ
の
白
い
根
を
洗
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

1213


